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ノイズデータがお宝になる。

第１部プレゼンター　水・土砂防災研究部門　部門長

　お茶を飲むとき、まずお茶の葉っぱを急須に入れ、
お湯を注いでしばらく待ち、湯呑に入れて飲むと思い
ます。これは、お茶の葉っぱに含まれている成分の中
で、お湯に溶けるものだけを飲むからです。
　科学者も、データを扱う時には同じような作業をし
ています。データを分析するにあたって、データには必
ず「ノイズ」（いらない情報）が含まれていますので、こ
れを取り除く必要があります。お茶の葉っぱをデータ
に例えるなら、茶殻の部分を捨てないと、自分が欲し
い情報がはっきり見えないというわけです。
　ところが「ノイズ」と思って捨てていたデータの中
に、意外にも科学的に重要な知見が含まれていること
が分かってきました。今回の発表では、防災科研の研
究成果の中で、それに該当する３件をご紹介します。
まず「MOWLASによるスロー地震の発見」は、ノイズ
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パネルディスカッション 「～国難にしないために～ モノで守り、行動を変える。」
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南海トラフ地震、首都直下地震などの巨大災害の切迫や、気候変動による近年の大規模な水災害など、国難級災害の危険性が高
まっています。 令和 3 年度 成果発表会では、災害を国難にしないための「予防」に焦点をあて、「来るべき国難級災害に備えて
2022 ～国難にしないために～ モノで守り、行動を変える。」をテーマとして、最新の研究成果をご紹介するとともに、パネルディス
カッションで議論を深めました。昨年に続き池上彰氏を特別ゲストコメンテーターにお迎えし、会場参加とオンライン配信のハイブ
リッドで実施いたしました。
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の中に、従来知られていなかった「スロー地震」が埋も
れていたというお話です。次の「Hi-net ノイズデータが
洪水発生を知らせる」では、川の流れに伴う地面の揺
れがノイズの中に含まれており、将来、それを使った洪
水予報が可能になるかも知れないという研究です。３
つめの「地震波ノイズで火山の異常を検知」では、ノイ
ズを加工することにより、火山の地下構造の変化が監
視できるようになったという成果です。
　「ノイズは除去すべきもの」と思い込んでいた研究
者にとっては、これらの研究成果は大きな衝撃でし
た。のみならず、これまで捨てていたデータを使うわ
けですから、新たな観測をする費用がかからないとい
うメリットもあります。これらの研究がさらに発展し、
防災科学技術のブレークスルーになっていくことが
期待されています。


